
漁　　港 242 34,194,563 238 32,406,039 94 227

漁港海岸 11 35,568,708 11 25,870,425 57 3

漁　　場 2 498,880 2 498,880 100 2

合　　計 255 70,262,151 251 58,775,344 76 232
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件数

　平成30年9月30日現在の管内県営漁港関係施設災害復旧工事の進捗率は、75％となっていま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成30年9月30日現在）
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１ 漁港関係施設の災害復旧工事 進捗状況 

• さっちゃんNEWS part１ 

★★★_スマイル130（いちさんまる）プロジェクトについて_★★★ 

 「130万人誰もが笑顔に」をスローガンに掲げ、「県民の笑顔のために」、「感謝の笑顔を（県外、世界

に）届ける」を活動のコンセプトとし、復興に取り組む職員の気持ちを盛り上げ、復興に向けた県民と一体

感のある取組を展開し、岩手のあるべき未来に追いつく復興を推進する取組みです。 

  ＜サンマの水揚げが増えています＞ 
 

                         ＜カキの出荷が始まりました＞ 
 

 

 サンマは近年不漁が続いていますが、今漁期は上
向きの兆しがあります。 
 今漁期の大船渡市魚市場の水揚量は、10月14日
現在、6,826トンで、昨年と比べると約２倍です
が、震災前（H20～22）と比べると約７割となっ
ています。なお、漁場は、同日現在、大船渡沖
160海里（約300km）にあります。 
 サンマは同魚市場の主要な魚種で、漁業者、水産
加工のみならず、地域産業全体に大きな影響を与え
ることから、今後の水揚増が期待されます。 
 

 10月1日に築地市場で今シーズン初のむき身
カキの入札が行われました。大船渡管内からは
大船渡市漁協と広田湾漁協が上場し、最高値は
大船渡市漁協大船渡産の10kgあたり37,000円
で、昨年より1,000円高い単価となりました。
なお、殻付カキは9月下旬から販売が始まってい
ます。 
 身入は概ね良好とのことで、10月11日に築
地市場から移転となった豊洲市場でも、これま
で以上に活発な取引が期待されます。 
  
  



　　　漁協や漁業者、水産加工業者などが共同で利用する施設の整備を支援しています。

数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(%) 金額(%) 数量(%) 金額(%)

20,607 3,100,085 15,068 2,487,249 28,573 3,170,348 137 125 72 98

 

震災前（H20～
H22の平均）との

対比

(２)　大船渡市魚市場の水揚げ状況（平成30年1月1日から9月末累計）

事業年度

(１)　共同利用施設等の復旧状況

施設名 事 業 主 体

平成30年度

平成30年 平成29年
震災前

（H20～H22の平均)
前年比

（H30/H29)

水産物荷捌き施設 大船渡市漁業協同組合（12月着工予定）

２ 水産施設等の復旧・魚市場の水揚げ状況 

｢さけの子さっちゃん｣は、 
大船渡水産振興センターの 
PRキャラクターです 

  『復興板』に関するお問い合わせ先 

沿岸広域振興局水産部 

 大船渡水産振興センター 〔担当 宮田〕 

岩手県大船渡市猪川町字前田6-1合同庁舎4階 

        TEL:0192-27-9915 FAX:0192-21-1229 
        E-mail:BG0004@pref.iwate.jp 

 ＜いわての浜暮らしセミナー in 東京＞ 
 
 。 

 出典：いわて大漁ナビ 
  

 平成30年1月から9月までの水揚量は、昨年の約1.4倍、震災前の約7割でした。主な水揚げ魚種は、
イサダ(5,885トン、629,072千円)、マイワシ(5,022トン、252,849千円)、サバ類(2,682トン、
229,963千円)などでした。サンマは、8月25日に初水揚げされ、9月までの水揚量は3,437トンで、
昨年の2.8倍、震災前の約6割でした。 
 
 

• さっちゃんNEWS part2 

 10月13日に移住・交流情報ガーデン
（東京都中央区）において、岩手県が主催
する『いわての浜暮らしセミナーin東京』
が開催されました。 
 同セミナーでは、ＩＢＣ岩手放送の江幡
平三郎アナウンサーをＭＣとして、現役漁
業者によるパネルディスカッションなどが
行われ、大船渡地区からは綾里漁協の指導
漁業士である佐々木淳さんが、ホタテ養殖
の魅力などをお話ししました。 

 続いて、大船渡市と陸前高田市の担当者
から、両市の水産業の状況や新規漁業就業
者の支援事業について説明があり、参加者
は熱心に耳を傾けていました。 
 最後に、現役漁業者とのテーブルトーク
が行われ、参加者からは「女性でも漁業が
できるの」「どの位の収入が見込めるの
か」と言った具体的な質問が飛び交ってい
ました。                


